
近 江 八 幡 警 察 署 協 議 会 議 事 録  

 

開 催 日 時 令和５年３月２日（木）午後３時30分～午後５時10分 

開 催 場 所 近江八幡警察署 ５階大会議室 

出

席

者 

 委 員 
山本勝士会長、大橋裕子副会長、村井幸之進委員、 

川端咲子委員、水敬造委員、中村ジルベルト委員、谷村明美委員 

 警 察 
署長、調査官（警務課長）、会計調査官、生活安全課長、 

地域課長、交通課長 

議 事 概 要  

１ 会長挨拶 

  会長から、「今後も、管内の安心・安全のために警察署協議会において積極

的な提言などをしていきたい。」旨の挨拶がなされた。 

２ 署長挨拶 

  署長から、「本日も、委員の皆様には忌憚のない意見・提言をお願いす

る。」旨の挨拶がなされた。 

３ 議題 

令和４年中の取組結果と今後の課題、取組等について 

(1) 地域課の取組 

警察から、令和４年中の特殊詐欺被害防止啓発及び自転車防犯診断等の取

組結果と今後の課題及び取組等について説明があった。その際、委員から、

「近江八幡市内の『百歳体操教室』において高齢者に対する特殊詐欺啓発を

行うのは素晴らしい取組だと思う。竜王町にも『おたっしゃ教室』という高

齢者が集まる教室があるので、そういった集会等に出向いていただき、特殊

詐欺被害防止啓発を実施してほしい。」旨の意見がなされ、警察から、「紹

介いただき感謝する。ぜひ、実施させていただく。」旨の説明がなされた。 

(2) 交通課の取組 

警察から、令和４年中の交通事故発生状況及び取組結果と今後の課題、取

組等について説明があった。その際、委員から、「横断歩道における歩行者

優先・事故防止等の対策として、車に貼り付ける『止まりステッカー』を考

えておられるのは、とても有効な対策だと思う。今後は、市民を巻き込んだ

取組を実施していただきたい。」旨の発言があった。 

(3) 生活安全課の取組 



警察から、令和４年中の刑法犯認知件数及び少年非行の検挙・補導状況と

今後の課題、取組等について説明があった。その際、委員から、「近江八幡

警察署管内だけ刑法犯認知件数が昨年より減少しているのは、署員の方々の

活動の賜物である。少年補導もしっかりとしていただき、今後もよろしくお

願いする。」旨の発言があった。 

４ 次回開催日程 

次回の協議会は、６月の開催を予定 

 

 


